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　*3 食品廃棄物は、家庭系の廃棄物を除く。

　*1 炭素換算値＝湿潤重量×(1-含水率）×炭素含有率.

　*2 下水汚泥等の内訳　46,299t/年（流域）＋6,065t/年（単独・特環）＝52,364t/年…①　集落排水汚泥14,191t…②
　　①＋②＝66,555t/年　本事業における各施設のアンケート・ヒアリング結果による。合併浄化槽は除く。

　*4 製糖副産物の炭素換算値・水分量は、フィルターケーキの数値を利用した。
   （出典：サトウキビの持続的生産技術の開発に向けた製糖副産物・堆肥連用農家圃場の土壌調査およびバガス炭化物の利用可能性の評価
    国立研究開発法人国際農林水産業研究センター）

　*5 家畜排せつ物の利用率の目標値設定について
     飼養頭数の県計画の目標値において、水利用の多い豚と乳用牛の増頭割合が高い計画になっており、有効活用が難しい尿の発生量が増加す
     ることで浄化・放流割合が多くなるため、本利用率を設定している。
    【関連計画】沖縄県の家畜排せつ物の利用の促進を図るための計画（R3.3沖縄県家畜排せつ物の利用の促進を図るための計画）

目標

賦存量 賦存量

湿潤重量
A

炭素換算値*1
B

家畜排せつ物 R1 1,356,000 80,913 57,691 71.3%    *5 70.4%

下水汚泥等 *2 R5 66,555 6,389 6,389 100.0% 100.0%

食品廃棄物 *3 R5 336,451 14,871 5,502 37.0% 42.0%

建設発生木材 H30 30,000 13,209 11,796 89.3% 95.0%

製糖副産物 *4 R5/6 269,100 21,291 21,291 100.0% 100.0%

利用量
炭素換算値
C

利用率
(％)

現状

年度 利用率
(％)

バイオマスの種類
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バイオマス A:含水率 B:炭素含有率 備考

家畜排せつ物 0.83 0.351

生ごみ・食品加工残渣 0.90 0.442

廃食用油 - 0.714 菜種油で換算

製材工場等残材 0.57 0.518

木材工業系残材 0.13 0.518

建築発生木材 0.15 0.518

街路樹・都市公園・家庭剪定枝 0.57 0.518

道路・河川敷・都市公園刈草 0.80 0.409

下水汚泥・農業集落排水汚泥 0.75 0.384 対乾重量

林地残材 0.57 0.518

稲わら・もみ殻 0.30 0.409

野菜等非食部 0.80 0.409

果樹剪定枝 0.57 0.518

ゴルフ場刈芝草 0.80 0.409

間伐対象木、被害木 0.58 0.518

竹材 0.52 0.372

ゴルフ場枯れ枝・枯れ木 0.57 0.518
※出典：都道府県・市町村バイオマス活用推進計画作成の手引き（H24.3、農林水産省）
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